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広 報 連 絡 
 

 

 

１ 件  名    ウクライナ避難民支援のために集まった募金の一部を避難民 

の皆様へお渡ししました 

 

２ 趣  旨    ウクライナから岡山市に避難された方を直接支援するため、市 

民の皆様から岡山市国際交流協議会（事務局：国際課）にお寄せ 

いただいた募金を、令和4年7月27日に避難民の方々（3家族5名） 

へ渡しました。 

 

３ 渡したもの  ・一人当たり5万円の現金 

        ・巡って楽しむ！フルーツ王国おかやま満喫クーポン（一人1セ 

ット） 

 

４ 備  考  ・避難家族から岡山市民の皆様へメッセージをいただいてい 

ます（別紙参照） 

        ・募金総額 ５３９，８３８円（令和 4 年 7 月 21 日時点） 

 

 

資料提供年月日 令和４年８月１日 

 

問い合わせ先 

 

課名 国 際 課 

電話 
直通 ８０３－１１１２ 

内線 ３２５０ ３２５１ 

担当者 職名・氏名 
課  長 大原 

課長補佐 萩原 



○避難家族①（令和 4年 4月 15 日転入）からのメッセージ 

 

 

（意訳） 

 この機会に岡山市民の皆さんに感謝の気持ちを伝えたいです。 

 この厳しい時、岡山に避難した人たちにそこまでしてもらえることに感謝いたします。 

 出身地や性別などに関わらず、困っている時に人を助ける心に感謝します。 

 

 

 

 

 

 



○避難家族②（令和 4年 4月 27 日転入）からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（訳） 

みなさま、こんにちは。 

 この度は、私達ウクライナ避難民のために募金し、ご支援してくださり、本当にあり 

がとうございます。 

 私達はロシアによる侵攻が始まってからも少しの間、ウクライナにとどまっていまし 

た。数日間、砲撃の音を聞きながら、地下室での生活をしていましたが、精神的にもつ 

らく、子どものためにもと、危険を承知で着の身着のまま家をとびだし、2,000ｋｍほ 

どの道のりを経てなんとかポーランドに避難しました。その後、以前住んでいたことのある 

岡山に避難できることになり、皆無事に岡山に来ることができました。 

 正直、自分の街が砲撃を受けるなど夢にも思っていませんでしたが、命は助かり、今こう

して皆様にご支援頂きながら新しい生活を始められていることに、嬉しさと感謝の気持ちで



いっぱいです。もちろん子どものことや金銭面など、全てが順調な訳ではありませんが、少

しずつ前進していければと思っています。 

 まだ岡山に来てから数か月ほどですが、皆様からのあたたかい対応や、市役所の方々の親

身な対応にも本当に感謝しています。 

 重ねてになりますが、この度は私達のことを覚えて、ご支援してくださり本当にありがと

うございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○避難家族③（令和 4年 7月 12 日転入）からのメッセージ 

 

 

（意訳） 

 私はとても日本に対してありがたいと感じています。なぜなら支援してくれているから。 

 プーチンがどれだけ悪いことをしているのか、世界は知っています。 

 日本はとても好きです。でも自分の国、ウクライナが一番好きです。 

 自分への心遣いをしてくれて、日本にはありがたい気持ちでいっぱいです。 

 日本は住むところも生活費も応援してくれるおかげで、少しでもウクライナでの戦争を忘

れることができます。 

 日本へたくさんのハグを送ります。 

 


